
学校番号 1011 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学(講義) 単位数 2(1)単位 年次 1 年次 

使用教科書 新・情報の科学 （日本文教出版） 

副教材等 新・情報の科学 学習ノート （日本文教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

主に教室での講義を中心とした座学の授業です。コンピュータやインターネットの構成と理論について

学びます。最新技術についての知識から、初歩的な電気計算の理論まで幅広く情報処理にかかわる理論

と考え方を身に付けます。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報と情報技術の理論や考え方を習得し、情報と情報技術の社会的役割や問題点とその解決策につい

て理解する 

・情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報技術の理論や考え

方についての関心をも

ち、その改善・向上を目

指して主体的に取り組も

うとするとともに、実践

的な態度を身に付ける 

・情報技術の理論や考え

方について知識と理解を

基に、情報産業に携わる

者として適切に判断し、

表現する創造的な能力を

身に付ける 

・情報技術の理論や考え

方について基礎的・基本

的な技術を身に付け、情

報が処理される仕組みや

表現される方法を再現で

きる。 

・情報技術の理論や考え

方について基礎的・基本

的な技術を身に付け、問

題解決の論理的手段と

しての情報技術の意義

や役割を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

課題制作 

発表 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

課題制作 

レポート・発表 

相互評価・自己評価 

定期考査 

等 

学習状況の観察 

課題制作 

発表 

小テスト 

定期考査 

等 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

小テスト 

定期考査 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

一
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
の
処
理
と
表
現 

○コンピュータの計算のしくみ

と情報のディジタル化につい

て 

○コンピュータの動作のしくみ 

○コンピュータにおける数値、

文字、音、画像の表現 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

a: アルゴリズムや情報のディジ

タル化に興味をもち学習に積極

的に取り組もうとしている。 

b: アルゴリズムや情報のディジ

タル化の方法を用いて、問題解決

のための方法を思考し、表現でき

る。 

c: アルゴリズムや情報のディジ

タル化について理解し、その方法

と理論について再現できる。 

d: アルゴリズムや情報のディジ

タル化の方法を理解している。 

授業観察 

ワ ー ク シ

ート 

実習課題 

定期テスト 

等 

二
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

○ネットワークの構成要素 

○プロトコル 

○インターネットのしくみ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:コンピュータネットワークと

プロトコルに興味をもち学習に

積極的に取り組もうとしている。 

b: コンピュータネットワークと

プロトコルの考え方を用いて、問

題解決のための方法を思考し、表

現できる。 

c: コンピュータネットワークと

プロトコルに理解し、その方法と

理論について説明できる。 

d: コンピュータネットワークと

プロトコルについて理解してい

る。 

授業観察 

ワ ー ク シ

ート 

実習課題 

定期テスト 

等 

三
学
期 

情
報
シ
ス
テ
ム 

○情報システムを支えるしく

み 

○ネットワークを利用した犯罪  

○暗号化と認証技術  

○技術・文化の発展と知的財

産権 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 情報システム、セキュリティ技術

や知的財産権に興味をもち学習

に積極的に取り組もうとしてい

る。 

b: 情報システム、セキュリティ技術

や知的財産権について知り、問題

点や解決策について思考、表現す

ることができる。 

c: 情報システム、セキュリティ技術

や知的財産権について、その提要

範囲やネットワークを利用した犯罪

に巻き込まれないための対策をとる

ことができる。 

d: 情報システム、セキュリティ技術

や知的財産権について、その提要

範囲や定義について理解し、ネット

ワークを利用した犯罪に巻き込まれ

ないための知識を身に付ける。 

授業観察 

ワ ー ク シ

ート 

実習課題 

定期テスト 

等 

※生徒の興味関心や取り組み状況により，順序と内容について一部変更を加えることがある。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


